
 

 

 

 

令和７年７月２日 

海 上 保 安 庁 

 

能登半島地震による海域影響調査への協力 

～水産資源回復に向けた海底地すべりの情報提供～ 
 

 

富山県は令和６年能登半島地震後、富山湾内のシロエビやベニズワイガニ

の漁獲量が減少するなど水産資源が地震の影響を大きく受けたことから海底

地すべりが水産資源に及ぼした影響について調査を続けてきました。 

 

この富山湾の海底地すべりは、海上保安庁海洋情報部が令和６年能登半島

地震後に測量船を用いて水深データを取得し、富山湾内にて複数の箇所で大

規模な海底地滑り（斜面崩壊）が発生した可能性があることを明らかにして

きたものです※１。 

 

この度、水産資源の被害回復に資する現状把握を行うことを目的とし、７

月 29日～８月１日にかけて、富山県と SIP「海洋安全保障プラットフォーム

の構築」プログラムによる、海中ロボットを使った能登半島地震に伴う富山

湾内の海域影響調査が実施されます。海上保安庁は海底地形図の提供や海底

地すべりの発生状況等の情報提供を通じて、本調査に協力してまいります。 

 

実施予定の調査の詳細と研究全般の問い合わせ先については、富山県公表

の別紙「能登半島地震による海域影響調査の実施について」をご覧ください。 

 

 

※１：本調査に係る関連広報 

・令和６年１月 24日 「富山湾の海底で斜面崩壊の痕跡を確認」 

・令和６年３月 11日 「富山湾の海底で斜面崩壊の痕跡を確認（第２報）」 

・令和６年 12月２日 「富山湾の海底で斜面崩壊の痕跡を確認（第３報）」 

海上保安庁海洋情報部は、富山県と内閣府戦略的イノベーション創造プログ

ラム（SIP）「海洋安全保障プラットフォームの構築」プログラムが実施す

る海中ロボットを使った富山湾内の海域影響調査について、海底地すべりの

情報提供を通じて協力します。 
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 農林水産総合技術センター 水産研究所 

担当：（シロエビ・ベニズワイガニ調査）三箇、小善 

   （総括）辻本 

電話：（直通）076-475-0036 

  令和７年７月２日 

能登半島地震による海域影響調査の実施について 

来る７月 29 日（火）～８月１日（金）、富山県と内閣府戦略的イノベーション創造プロ

グラム（SIP）「海洋安全保障プラットフォームの構築」プログラムによる、海中ロボットを

使った能登半島地震に伴う富山湾内の海域影響調査を実施しますのでお知らせしま

す。 

 

１．目的 

令和６年能登半島地震によって富山湾では海底地すべりが発生し、シロエビやベニズ

ワイガニといった水産資源に大きな影響が及んでいます。被害回復に資する現状把握を

目的に、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「海洋安全保障プラットフォームの

構築」（プログラムディレクター：石井正一）※１が技術開発するホバリング式自律型無人探

査機「ほばりん」と海底設置型観測装置「江戸っ子１号」の海洋ロボティクスを活用して、

海底地すべりが発生した富山湾の海域影響調査を行います。高解像度で取得される画

像データや環境 DNA の採集装置を使って、地震から１年半が経過した海底の様子や、

シロエビやベニズワイガニの生息状況を把握します。 

 

※１ 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 

内閣府は、省庁横断的な組織「戦略的イノベーション創造プログラム（Cross-

ministerial Strategic Innovation Promotion Program」を統括しており、

令和５年度から実施されている「海洋安全保障プラットフォームの構築」では、国内の

産業界や大学・研究機関が連携し、安全保障上重要な海洋の保全や利活用を進める課

題に取り組んでいます（別添パンフレット参照）。 

今回の富山湾における調査では、SIPに参画する機関（国立研究開発法人海洋研究

開発機構、国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所 海上技術安全研究所、次世

代海洋調査株式会社）と富山県が共同で実施し、海上保安庁と富山大学が協力機関と

なっています。 

 

News Release 

別 紙 

 



2 

 

２．調査方法 

①ホバリング式自律型無人探査機（AUV）「ほばりん」 

ホバリング式自律型無人探査機（AUV）「ほばりん」には 4K ビデオカメラが搭載され

ており、高解像度画像による観察が可能です。「ほばりん」を富山湾で運航することによ

り、海底環境やシロエビ・ベニズワイガニの生息状況を調査します。シロエビの漁場であ

る新湊沖の海底谷の水深 300m 前後（図１）およびベニズワイガニの漁場である水深

1,000m 付近（図２）で調査を実施し、詳細な海底地形や表層地質、塩分濃度や水温な

どの水塊特性を把握します。 

 

②海底設置型観測装置「江戸っ子１号」HSG型 

浮力体として機能する耐圧ガラス球の中に、観測器材や制御装置が入った観測装置

「江戸っ子１号」は、４つの国産ガラス球で構成され、縦型に配置した構造から、素早く海

底に設置できます。通信球、トランスポンダ球のほか、照明球、撮影球が、海底の状況を

タイムラプス撮影し、時間の経過を観測できます。今回、シロエビ調査地点とベニズワイ

ガニ調査地点に、２機の「江戸っ子 1号」を使い、約24時間、高画質ビデオカメラによる

連続的画像取得と海底近傍の海水中にある「環境 DNA」を採集し、シロエビやベニズワ

イガニなどの水産資源の現状を把握します。 

 

  

図２  

富山湾におけるベニズワイガニ調査地

点（海底地形図は海上保安庁提供） 

 

図１  

富山湾におけるシロエビ調査地点 

（海底地形図は海上保安庁提供。海底地

形データの一部は北陸地方整備局伏木

富山港湾事務所提供） 

調査海域 

（富山湾に発達した海底谷） 

ほばりん 

江戸っ子 1号 

シロエビ地点 
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３．実施機関 

 富山県農林水産総合技術センター水産研究所 

 内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 

海洋安全保障プラットフォームの構築プログラム 

 富山大学 学術研究部 都市デザイン学系/理学系 

 国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所/海上技術安全研究所 

 国土交通省 海上保安庁 

 国立研究開発法人海洋研究開発機構（JAMSTEC） 

 次世代海洋調査株式会社（nHORT） 

４．工 程 

月 日(曜日) 実施内容 

 

７月 28日（月） 

 

観測機器の準備・試験運転 

13:00～14:00 メディア取材 

① 趣旨説明 

場所：水産研究所２階会議室（滑川市高塚 364） 

説明者：県水産研究所長 辻本 良 

② 海洋ロボティックス技術の紹介（①終了後） 

場所：滑川漁港西岸壁 調査船「はやつき」係留場所 

説明者：SIPプログラムディレクター 石井正一 

 

７月 29日（火） 

 

10:00 滑川漁港 出航 （シロエビ調査地点） 

AUV「ほばりん」調査 

「江戸っ子１号」 ２機設置 

18:10 滑川漁港 帰港 

 

７月 30日（水） 

 

9:00 滑川漁港 出航 （シロエビ調査地点） 

AUV「ほばりん」調査 

「江戸っ子１号」 ２機回収 

17:10 滑川漁港 帰港 

 

７月 31日（木） 

 

8:00 滑川漁港 出航 （ベニズワイガニ調査地点） 

AUV「ほばりん」調査 

「江戸っ子１号」２機設置 

18:30 滑川漁港 帰港 

 

８月１日（金） 

 

9:00 滑川漁港 出航 （ベニズワイガニ調査地点） 

「江戸っ子１号」２機回収 

13:40 滑川漁港 帰港 

※２ 天候により計画が変更される可能性があります 

※３ 乗船定員枠の関係で取材乗船はできません 


